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過去2年間ほど松江城の石垣の石を眺めてきたが、それをここに総括する。結論は至って単純明解である。

●松江城の石垣の謎

築城当時の石垣の石は大海崎近辺から朝酌あたりの

和久羅山のデイサイト（大海崎石）と矢田町にかつて産し

た松江層の安山岩（矢田石）である。

やや赤みがかった和久羅山デイサイトはその割合が

最も多い。実際に本坂途中の石積と天守台以外はもとも

とこの石材で造られていると考えて差し支えない。

和久羅山デイサイトのうち、灰色ガラス質な良質な石

材は、本坂、天守台など重要な箇所で使用されている。

同種の岩石は朝酌町矢田などにみられ、これが矢田石

ではないかと思う人もあり、私も矢田違いの矢田石で

は？と考察したことがある。

しかし、本物の矢田石も存在した。それは、松江城の

天守台と水ノ手門の（最近修復された）石垣にみられる。

松江層の安山岩であり、おそらくは現在の東光台付近で

採取された石材であろう。

江戸期の石垣の修復の際、島石（大根島の玄武岩）

も使われた。安永八年の修復箇所にはこれが多い。城

下町にも島石はよくみられるので、当時は普通に流通す

る石材であったものと思われる。

森山石は美保関地域の古浦層より切り出された石材

である。江戸時代にも既にこの石材は採取されている

（例えば海石と呼ばれる美保関町雲津の石材）。しかし、

これら森山石が多く利用されたのは恐らく明治以降であ

る。森山石の使われている石垣はとても多い割に、その

修復の記録はないようである。なぜか？私は、明治40年

頃に当時の皇太子が松江にいらっしゃった際に各所を

修復したのではないかと推定している。その時期は、美

保関の石材が多用された時代であり、明治30年代には

美保関や日御碕の灯台がこの石材で建設されている。

森山石の特性は、堆積岩であるため加工がしやすいが、

来待石のように風化が速いわけではない。美保関町の

青石畳などをみてもその石材のよさがわかるだろう。

最近の修復工事には、大森層の安山岩（あるいはそ

れに酷似した石材）が多用されている。いわゆる忌部石

である。最近の石材であるので、硬質な石材にも関わら

ず綺麗に整形されており、松江城の赤っぽい石垣の中

でひときわ黒くきっちりと積まれて、異質な印象である。

このあたりが松江城の石垣の大半を占める石材であ

る。このほかに、島根半島の流紋岩や大芦石、明治以後

から昭和初期の玄武岩などがみられる。中には、花崗閃

緑岩や隠岐片麻岩など明らかにどこかから持ってきた石

片も石垣の隙間にみられる。

以上が松江城の石垣の総括である。

●失われゆく記憶

余談だが、何年か前に松江市内のあるお寺にお邪魔

した際に聞いた話だが、松江は築城当時にその町と城

が栄えるためにいわゆる結界を張ったのだそうだ。その

お寺から眺めて城を取り囲む中国山地の山々の稜線、

嵩山や和久羅山の稜線がぐるっと途切れることなく取り

巻いてそれで護っているのだそうだ。だが今では最近の

高層マンションなどの背の高いビルが稜線を切り、結界

は急速に崩れつつあるとのことだった。

石垣も古び、鳥取県西部の震災の際にも崩れたよう

に、はらみ出した箇所も多くみられる。江戸時代が終

わってまだわずか150年ほどである。いや、150年も経

過したというべきだろうか。私が学生の頃にはまだ明治時

代の人も多かったが、いまは大正時代の人ですら少なく

なっている。人々の記憶とともに失われるものは多く、そ

れを思うと切ない気持ちである。

松江城の石垣の謎など本当はなかったのだ。それが

謎になるほど過去を忘れていく、それが人間の特性なの

だと思うとさらに切なさが募るばかりである。
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